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山 王 小 だ よ り
前橋市立山王小学校

卒 業 お め で と う
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３ 組
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さまざまな思いを胸に、６

年生は全員が無事卒業を迎え ＜卒業式次第＞ ３／２４（月）

ました。写真は小学校生活最 国歌・校歌斉唱

後の週となった教室でのよう 学事報告

す。みんなと一緒に過ごした 卒業証書授与

この教室とも、あと数日でお 学校長式辞

別れ。でもそれぞれの表情に 教育委員会告示

は、やるべきことをやり終えた安堵感があふれています。 ご来賓祝辞

・卒業生数 １組３２名 ５組 ２名 PTA会長祝品授与
２組３１名 卒業生を送る言葉（在校生）

３組３２名 計 ９７名 お別れの言葉（卒業生）

・開校以来の卒業生数 計３，０１０名 卒業生保護者代表謝辞

・６年間の総授業日数 １，２２０日 お別れの歌（卒業生・在校生）

◎か×かで沸いた３月の児童集会
以下は３月１１日（火）朝に行われた児童集会の○×問題です。

１．児童会担当の先生は山王小に来て５年目である。

２．５年３組が北校舎になったのは教室が足りないからである。

３．今の５年生が１年生の時の１年１組の教室は、現在の１年３組である。

４．山王小校歌の１番～４番の中には「われら」が６回入っている。

５．山王小は今年度３０年目である。

６．４階の教室は、音楽室→第２音楽室→音楽準備室→ＰＴＡ会議室→視聴覚室の順に並んでいる。

７．教室のロッカーは４５個である。

８．○○先生はペットにカメを飼っている。

９．全校児童は５９１人である。

１０．○○先生は休日にお経をとなえることが多い。

１１．アメリカの車に乗っている先生は○○先生である。

子どもたちは各設問に答えるごとに校庭を南（×）か北（○）かに移動しました。

解答：１．×（４年目） ２．○ ３．○ ４．×（４回） ５．×（２９年目）

６．×（第２音楽室と音楽準備室が逆） ７．○ ８．○ ９．○ １０．○ １１．○



今年度も学校賞！ ～上毛ジュニア俳壇～

上毛新聞社が主催する上毛ジュニア俳壇の今年度中の優秀者を決める第５回「ジュニア上毛賞」で、昨

年度に続いて山王小が学校賞に輝いたほか、姉弟で受賞するなど本校児童が優秀賞に選ばれました。

ふた葉の部（最優秀賞１ 優秀賞２ 特別賞１ 学校賞１）

優秀賞 … （１年） （２年）

学校賞 … 山王小学校

わか葉の部（最優秀賞１ 優秀賞２ 学校賞１）

優秀賞 … （５年）

※ 表彰式は３月３０日（日）に古市町の上毛新聞社で行われます。

おめでとう
群馬子供の夢大賞（絵画の部）奨励賞 １年１名 ２年１名

県なわとび競技大会 時間とび ４位 ３年児童（記録 ５分４０秒）

二重回し ４位 ２年児童（記録 １３８回）

南部共同調理場の一部民間委託について
山王小の学校給食は南部共同調理場から配送されていますが、この４月から同調理場の調理業務が民間

に委託されます。その本校における説明会が３月７日午後、木の部屋で行われました。

民間委託は定年退職に伴う調理場職員数の減少に対する措置として踏み切られたもので、調理場の業務

内容である献立作成・食材調達・調理・配送のうち調理部門を業者が担当します。このほど選定されたの

は東京の業者で、昭和６１年から学校給食を手がけ、全国４７カ所の調理場の調理業務を受託されている

といいます。選定に当たっては、調理のノウハウをはじめ衛生管理体制も充実しているとのことが評価さ

れました。４月から給食の味がどう充実していくか、いずれ子どもたちの声を聞いてみてください。

なお、献立作成・食材調達・配送の業務は引き続き行政が実施していくことになります。

一方、これとは別に調理場では地産地消に努めていきたいとの考えを示しており、さる３月１２日の給

食には、東大室町で生産された５０％減農薬・減化学肥料の特別栽培米ゴロピカリが提供されました。

今年度の寺子屋、ひと段落
毎週火曜日の午後、低学年の学習ボランティアをしてもらっていた寺子屋事業が３月１８日（火）でひ

と段落しました。家庭科室を会場にして７人のボランティアさんにより、毎回、宿題をはじめ算数や国語

のプリント学習を進めていただきました。火曜日午後の家庭科室は、マル付けや個別指導に励むこれら指

導員さんと１年生のお友だちとでたいへんにぎやかになります。

最終日の寺子屋を終えた指導員さんたちは、校長室にお見えになりました。面倒をみた子どもたちから

のお礼の作文を大切そうに持って、この１年間の子どもたちの成長ぶりに感心していました。

今年度、寺子屋指導員の皆さまには、年間４０日間、のべ１，４９５人の子どもたちを指導していただ

きました。

上毛ジュニア俳壇から

略


